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担当教員 岩尾 航希
到達目標
1. 地学の内容（天体・固体地球・大気）を理解し，さまざまな問題に適応できる。
2. 物理に関する実験を正しく行い，データを適切にまとめることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
1. 地学の内容（天体・固体地球・
大気）を理解し，さまざまな問題
に適応できる。

地学の内容を正しく理解し，さま
ざまな地学の問題に適応できる。

基本的な地学の問題を解くことが
できる。

基本的な地学の問題を解くことが
できない。

2. 物理に関する実験を正しく行い
，データを適切にまとめることが
できる。

物理に関する実験を正しく行い
，データをまとめ，結果を考察す
ることができる。

物理に関する実験を正しく行い
，データをまとめることができる
。

物理に関する実験を正しく行い
，データをまとめることができな
い。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 地学の分野では，太陽系，地球の内部構造，地震，地球の熱収支，気象，を学習する。

物理の分野では，同時に開講している物理の内容について数テーマの実験を行う。

授業の進め方・方法 地学の授業は講義形式で行う。太陽系，地球の内部構造，地震，地球の熱収支，気象，について学習する。
物理の授業は，重力加速度の測定，静止摩擦係数の測定の実験を行う。

注意点
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 太陽系の天体 太陽系の天体について理解し，問題を解くことができ
る。

2週 地球の誕生 地球の誕生について理解し，問題を解くことができる
。

3週 地球の構造 地球の構造について理解し，問題を解くことができる
。

4週 プレートテクトニクス プレートテクトニクスについて理解し，問題を解くこ
とができる。

5週 火山と地震 火山と地震について理解し，問題を解くことができる
。

6週 地球の熱収支 地球の熱収支について理解し，問題を解くことができ
る。

7週 大気と海水の運動 大気と海洋の運動ついて理解し，問題を解くことがで
きる。

8週 〔中間試験〕

2ndQ

9週 落下運動の説明 重力加速度の測定の実験方法について理解できる。

10週 重力加速度の測定 重力加速度の測定の実験を正しく実施することができ
る。

11週 実験まとめ 重力加速度の測定の実験データを適切にまとめること
ができる。

12週 摩擦力の説明 静止摩擦係数の測定の実験方法について理解できる。

13週 静止摩擦係数の測定 静止摩擦係数の測定の実験を正しく実施することがで
きる。

14週 実験まとめ 静止摩擦係数の測定の実験データを適切にまとめるこ
とができる。

15週 〔前期末試験〕

16週 前期末試験の返却と解説 試験を見直すことで，間違えた点を理解するとともに
これまで学んだことを復習する。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 自然科学

物理実験 物理実験

測定機器などの取り扱い方を理解し、基本的な操作を行うことが
できる。 3

安全を確保して、実験を行うことができる。 3
実験報告書を決められた形式で作成できる。 3
有効数字を考慮して、データを集計することができる。 3
力学に関する分野に関する実験に基づき、代表的な物理現象を説
明できる。 3

ライフサイ
エンス/ア
ースサイエ
ンス

ライフサイ
エンス/ア
ースサイエ
ンス

太陽系を構成する惑星の中に地球があり、月は地球の衛星である
ことを説明できる。 3

地球は大気と水で覆われた惑星であることを説明できる。 3
陸地および海底の大地形とその形成を説明できる。 3



地球の内部構造を理解して、内部には何があるか説明できる。 3
マグマの生成と火山活動を説明できる。 3
地震の発生と断層運動について説明できる。 3
地球科学を支えるプレートテクトニクスを説明できる。 3
プレート境界における地震活動の特徴とそれに伴う地殻変動など
について説明できる。 3

大気圏の構造・成分を理解し、大気圧を説明できる。 3
大気の熱収支を理解し、大気の運動を説明できる。 3
大気の大循環を理解し、大気中の風の流れなどの気象現象を説明
できる。 3

海水の運動を理解し、潮流、高潮、津波などを説明できる。 3

工学基礎

工学実験技
術(各種測定
方法、デー
タ処理、考
察方法)

工学実験技
術(各種測定
方法、デー
タ処理、考
察方法)

物理、化学、情報、工学についての基礎的原理や現象を、実験を
通じて理解できる。 3

物理、化学、情報、工学における基礎的な原理や現象を明らかに
するための実験手法、実験手順について説明できる。 3

実験装置や測定器の操作、及び実験器具・試薬・材料の正しい取
扱を身に付け、安全に実験できる。 3

実験データの分析、誤差解析、有効桁数の評価、整理の仕方、考
察の論理性に配慮して実践できる。 3

実験テーマの目的に沿って実験・測定結果の妥当性など実験デー
タについて論理的な考察ができる。 3

実験ノートや実験レポートの記載方法に沿ってレポート作成を実
践できる。 3

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 70 0 0 0 0 30 100
基礎的能力 70 0 0 0 0 30 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


